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（３）結核登録患者状況

市町別結核登録者数 平成 24 年 12 月 31 日現在

区分

市町名
登録数 活動性 新登録数 人口 有病率 罹患率

伊勢市 37 4 10 129,120 3.1 7.7

鳥羽市 8 0 0 20,591 0.0 0.0

志摩市 26 6 11 52,978 11.3 20.8

玉城町 5 1 1 15,282 6.5 6.5

度会町 1 0 0 8,533 0.0 0.0

大紀町 4 1 2 9,544 10.5 21.0

南伊勢町 11 3 6 13,916 21.6 43.1

管内合計 92 15 30 249,964 6.0 12.0

（注）人口は平成 24 年 10 月 1 日現在。

有病率：活動性全結核患者数／人口×10 万人

罹患率：新規登録結核患者数＊／人口×10 万人 ＊潜在性結核感染症除く

（４）結核に関する統計資料
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（５）学校保健との連携

学校保健では、結核患者の早期発見及び集団感染の予防のため、定期健康診断

を実施しています。保健所は公衆衛生の専門機関として、教育委員会や保健所感

染症診査協議会の専門医と協力し、結核患者に関する情報の整理や教育委員会主

催の結核対策委員会運営にあたり、事務局への助言・指導を実施しました。

○ 結核対策委員会へ委員として所長が参加

（６）平成２４年度結核対策特別促進事業

患者の高齢化と服薬環境の多様化に伴い、医療機関や地域の関係機関との連

携を強化した個別の服薬支援が重要であることから、院内ＤＯＴＳから継続し

た地域ＤＯＴＳを推進することで、結核の最大の予防策である服薬の完遂をめ

ざした。

① 結核病床を有する病院とのＤＯＴＳカンファレンス

参加者：医師、看護師、ソーシャルワーカー等

実施回数：１２回

内 容：入院中及び退院後の患者についての事例検討、情報交換

② 個別の服薬支援

訪問延べ１２１件，電話延べ５４件、所内面接９件

③ 結核の知識普及・啓発

管内市町保健師や老人保健施設の職員を対象とした勉強会、広域行政組合

職員の衛生感染予防部会メンバーを対象とした研修会などを開催。保健所管

内の現状を伝え、地域の課題である高齢者患者の早期発見と治療継続の重要

性を説明し、協力を依頼。

※「ＤＯＴＳ」とは、Directly Observed Treatmennt,Short-course（直接服薬確認療

法）のことで、ＷＨＯの推奨する患者の服薬を医療従事者等の第三者が確認する治療

法をいいます。日本では平成１２年に日本版２１世紀型ＤＯＴＳ戦略として、必要に

応じてＤＯＴ（Directly Observed Therapy：直接管理下治療）も用いる包括的な服

薬支援体制を推奨しています。
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（２）エイズ感染予防と患者及び感染者への偏見の除去、さらに共生社会への構築を

図るための普及啓発を実施しました。

○ 健康教育実施状況

実 施 日 対象者 内 容

・平成24年7月19日 ・玉城わかば学園
若い世代を対象にエイズや性感染

症について正しい知識を伝えるた

め学校職員に対し予防について啓

発を行う。

「もう一人の私～ＨＩＶ感染者と

して～」というテーマでＨＩＶ感

染者による講演会を実施した。

・平成24年12月11日 ・伊勢学園高等学校

・平成25年2月28日

・管内小中学校教職

・養護教諭

・保健医療関係者

○ 世界エイズデーキャンペーン実施状況

実施日 対象者 内 容

・平成 24 年

11 月 3 日
・学生と地域住民

エイズ予防に関する呼びかけと啓発物品

ポケットティッシュ 1,600 個の配布・平成 24 年

11 月 30 日

・近鉄宇治山田駅

利用者

３ 特定感染症検査

（１）梅毒等検査状況

「性感染症に関する特定感染症予防指針」に基づき、エイズ相談・検査の希望

者に対して梅毒検査を実施することにより性感染症の予防の推進を図り、またウ

イルス性肝炎の検査を推進することで、これら感染症のまん延の防止及び発生予

防を図りました。

平成 25 年 3 月 31 日現在

梅 毒 Ｂ型肝炎 C型肝炎

男 55（10） 52（10） 52（10）

女 22（4） 22（4） 22（4）

合 計 77（14） 74（14） 74（14）

（ ）内は夜間検査実施分（再掲）


